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パナソニック松愛会
HP委員会

「Google Analytics４(GA4)」
レポートの活用について

テーマ別研修会（2024.2.2）
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■松愛会Word Pressアクセス状況をGoogle Analyticsを介して見える化

Google Analytics4 レポートの位置づけ１‐➀

Google Analytics 2005~2023.7

第一世代～第三世代 (UA)

Looker Studio

松愛会GA4レポート

データソース

進化（アップグレード）

ホームページビルダー

現在、Ver6.4.2（2023年末）

＊ブロックエディタ—、ブロックウイ
ジェットが標準仕様
＊Ver5.0以降、クラシックエディタ—
はプラグイン
＊Ver5.8以降、クラッシックウイ
ジェットはプラグイン

Google Analytics4 (GA4) 2020.10~
第四世代
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■GA4は、「分析ツールとしてのUAの限界」「プライバシー保護尊重の観点」から
大きくアップグレードされた。従来のUAとは大きく変化した。

→詳細は、2023年6月2日のテーマ別研修会「Googleアナリティクス４～アクセ
ス分析について」を参照ください。

UAとGA4の違い１‐②

●エンゲージメントを重視
→有用の判断①ユーザーの次の行動を見る（次のページを見るなど）

②滞在時間 ③ページスクロール

●個人情報保護を重視
→ユーザーの個人情報を特定させない観点から一部のデータを削除（誤差発生）

●松愛会HPとしての計測の変化点
→①支部単位の「ディレクトリ」が無くなり、支部別数値が取りにくい

②本部指標の「ページ別訪問者数（UU）」が無くなった

松愛会GA4レポート ●支部単位で見やすく

https://www.shoai.jp/wp-content/uploads/sites/36/2021/01/48cfe5fc4b11be3d6894cf6bcf9bbe6b.pdf
https://www.shoai.jp/wp-content/uploads/sites/36/2021/01/48cfe5fc4b11be3d6894cf6bcf9bbe6b.pdf
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■UAの「ディレクトリ」「ページ別訪問数(UU)」「直帰率」が無くなった
＊「セッション」「ページビュー」を主体にデータ取得

UAとGA4の違い１‐③

ページ別訪問数が無くなる 直帰率が無くなる

支部別が無くなる
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■GA4は「エンゲージメント」「スクロール」が新たに見える化
＊「ユーザー」「イベント」を主体にデータ取得

UAとGA4の違い１‐④

支部別が無く、ページ別の表示

エンゲージのあったセッションのみの滞在時間
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■Looker Studioとは、直感的で容易に使用できるように設計されている（データを
可視化）

→レポートがカスタマイズ出来、豊富なテンプレートがある
→従来の「Googleデータポータル」から2020年10月より「Looker Studio」に

（参考） LookerStudioとは１‐⑤

●特長
①表やグラフの作成が簡単
②自動更新が出来る（ソースデータの推移に合わせて自動的に更新）
③データの共有ができる

●個人情報保護を重視
→ユーザーの個人情報を特定させない観点から一部のデータを削除（誤差発生）

●興味のある人は、（Googleアカウント必須）
①Looker Studioにアクセスし、「試してみるor使ってみる」をクリック
②レポート作成画面から、「＋作成」をクリック

https://support.google.com/looker-studio/answer/6283323?hl=ja
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■松愛会GA4レポート（以下レポート）は、UAでディレクトリが無くなり、支部単
位でのデータが直ぐに取得できないため、GA4では支部単位でのレポートを作成

松愛会GA4レポート（レポート）２‐①

松愛会GA4レポート（レポート）

→詳細は、2023年９月７日のテーマ別研修会「GA4アクセス解析レポート」を
参照ください。

●概要
①データを数字の単なる並びとして見ない

→今の状況（あり姿）から、こうなっていく事（あるべき姿）への確認
②「集客」「行動」「アクション」の３つを見る

→誰に・・・ターゲットユーザーが見に来てくれているか？
→何を・・・ユーザーの求めるものにあってるか？
→どうしてもらいたいか・・・目的に応じて「KGI」「KPI」を考える

支部内での情報共有化を目的として、Googleアカウント

無しでも閲覧可能
支部長（必須）、支部内役員など希望者

https://www.shoai.jp/wp-content/uploads/sites/36/2021/01/230907ga4bunnsekireportnennsyuukai.pdf
https://www.shoai.jp/wp-content/uploads/sites/36/2021/01/230907ga4bunnsekireportnennsyuukai.pdf
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■レポートは、
・自支部のHPの現在の状況を確認し、ありたい姿に改善していく事に活用

・それぞれの数値を、 と から検証し、 していく

レポートの活用について２‐②

量 質 変革

支部HPの
ありたい姿

支部の組織としての取組み
（支部⻑、支部役員、同好会など・・・）

SMARTの法則
・Specific(具体的）
・Measurable(計測可能）
・Achievable(達成可能）
・Relevant(関連性）
・Time-bound(期限が明確)

2022年度全国HP責任者会議より

レポートの活用を！

https://www.shoai.jp/wp-content/uploads/sites/36/2021/01/groupdiscussiougaidance.pdf
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■PV（表示回数） とセッション

・PVは「総合指標（量と質の掛け算）」で、セッションは「量の指標」です
・PV/セッションは「質の指標」で、‟他のページへの誘導”、“見出しページ

が分かり易く設計されているか”の導線設計を工夫する

レポートの活用について２‐③

量質量

■総ユーザーと新規ユーザー

・総ユーザーも新規ユーザーも「量の指標」です
・新規ユーザーが伸びているにも関わらず総ユーザーが伸びていない場合、

リピータ離れが懸念される。”新しいコンテンツ”や“再訪問してもらう為の
仕掛け”を考えます

量
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■エンゲージのあったセッション

・エンゲージのあったセッションは「量の指標」です
・総セッションに対する“エンゲージメント率” も確認します
・サイト内で何かしらのアクションをした能動的なセッションを集計したもの

なので「質の指標」との相関が出易い指標です

レポートの活用について２‐④

量

質
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■平均滞在時間

・平均滞在時間は「ユーザーエンゲージメント÷表示回数」で「質の指標」です
・滞在時間が少ないのは、魅力あるコンテンツとなっていない場合がある

レポートの活用について２‐⑤

質

■スクロール

・スクロールは閾値90％（ページが90％以上見られた）の「質の指標」です
・ページタイトルが「スクロール」「平均滞在時間」の少ないページは要改善

質
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■レポート活用のポイント
①いろいろな指標と比較してみる

・”ＰＶが多いのに、滞在時間が少ない、エンゲージメントが低い”など

②時間軸で比較してみる
・前月比、前年比、曜日別などの特徴を把握する
・コンテンツ改善の成果を、時間軸で把握する

③他支部との情報共有化
・改善や実践したことを、「テーマ別研修会」「全国HP責任者会議」で共有

レポートの活用について２‐⑥
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Google Analytics/Count per dayによる異常値解析３‐①

■2023年1月にサーバーダウン発生（断続的に３日間）・・・log「id0」

[id0] 中部支部
1/10  404
1/11  392
1/12  2532
1/13  3316
1/14  3543
1/15  303

[id0] 枚方南支部
1/10  356
1/11  357
1/12  1737
1/13  2487
1/14  2032
1/15  368
1/16 17,    1/17  3

[id0] 枚方北支部
1/10  260
1/11  379
1/12  1192
1/13  1960
1/14  2041
1/15  324
1/16  138,    1/17  11 
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Google Analytics/Count per dayによる異常値解析３‐②

■2023年1月にサーバーダウン発生（断続的に３日間）・・・log「id0」
・logデータ

中部支部：異常

枚方北支部：異常

枚方南支部：異常

枚方南支部：正常
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Google Analytics/Count per dayによる異常値解析３‐③

■2023年10月にクローラーによる異常値・・・log「Y！Ｊ」

大阪市内支部でも同様の情報あり(10月で3千件ほど）
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Wordpressのセキュリティ強化対策３‐④

■本部HP委員会として、Wordpressのセキュリティ強化を推進
・バージョン更新をこまめに行い、プラグインも最新版に更新
・今回Ver.6.4.2で実施→以降、2番目偶数値（2,4,6・・・）、3番目”2”

・プラグインはマルチサイト対応のみ使用（必須条件）

■各支部へのお願い事項
・Google Analiticsで異常値と思われる現象があれば、事務局にご連絡下さい

（レポートの日別データ）
・メルマガ発信のメールアドレスは個人持ちせず、極力業務システムの

会員管理システムの”e-mail１”と”e-mail２”にて管理ください
・Wordpressの更新頻度を従来より上げていきますので、プラグインの削減と

更新作業短縮にご協力をお願いします




